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亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）

は

し

が

き

亀
井
南
冥

『
春
秋
左
伝
考
義
』

筑
前
禍
岡
藩
が
生
ん
だ
祖
株
荻
園
学
派
い
碩
学
で
あ
り
詩
翠
で
あ
っ
て
、
そ
の
生
卒
は
、
同

亀
井
南
冥
（
一
七
四
―
―
-
|
―
八
一
四
）
は
、

じ
く
福
岡
藩
が
生
ん
だ
朱
子
学
脈
の
大
儒
貝
原
益
軒
（
一
六
一
i
-
o
l
一
七
一
四
）
よ
り
約
一
世
紀
お
く
れ
る
。
と
こ
ろ
で
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）

福
岡
藩
校
の
東
西
両
学
問
所
が
創
設
さ
れ
る
や
、
南
冥
は
そ
の
傑
出
し
た
オ
学
を
も
っ
て
西
学
甘
棠
館
の
総
受
持
に
抜
擢
さ
れ
、
益
軒
の

学
流
を
く
む
東
学
の
朱
子
学
派
を
断
然
圧
倒
し
て
、
し
ば
し
鎮
西
に
お
け
る
祖
株
学
派
の
黄
金
時
代
を
築
き
上
げ
た
。
の
み
な
ら
ず
彼

は
、
み
ず
か
ら
数
多
く
の
す
ぐ
れ
た
論
著
や
詩
文
を
撰
述
す
る
と
共
に
、
全
国
各
地
か
ら
雲
集
し
た
門
生
た
ち
の
教
育
に
も
極
め
て
熱
心

で
あ
っ
て
、
そ
の
門
下
か
ら
は
嗣
子
の
亀
井
昭
陽
を
は
じ
め
、
亀
門
四
天
王
と
称
せ
ら
れ
た
秋
月
藩
儒
の
原
古
処
•
福
岡
藩
儒
の
江
上
苓

洲
・
山
口
白
賞
・
後
藤
主
税
、
日
田
咸
宜
園
の
広
瀬
淡
窓
等
、
当
時
の
教
学
に
重
き
を
な
す
幾
多
の
俊
秀
を
輩
出
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
南
冥
の
晩
年
は
頗
る
悲
劇
的
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
時
の
老
中
松
平
定
信
に
よ
る
幕
府
寛
政
異
学
の
禁
は
、
当
時
の
祖

裸
学
派
随
一
の
碩
儒
南
冥
を
擁
す
る
福
岡
藩
を
殊
の
ほ
か
震
慄
せ
し
め
た
ら
し
く
、
さ
ら
に
は
こ
の
好
機
に
乗
じ
た
藩
校
東
学
の
益
軒
系

朱
子
学
者
た
ち
に
よ
る
策
謀
暗
躍
も
加
わ
っ
て
、
ほ
ど
な
く
西
学
の
南
冥
一
門
は
徹
底
的
な
粛
清
を
受
け
る
に
至
っ
た
。
か
く
し
て
南
冥

は
廃
麒
さ
れ
て
悶
悶
の
生
活
に
明
け
暮
れ
、
や
が
て
最
後
は
発
狂
し
て
自
分
の
居
室
に
火
を
放
ち
無
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
南
冥
が
廃
麒
の
身
で
あ
っ
た
た
め
か
、
彼
の
数
多
い
珠
玉
の
遺
著
は
、
た
だ
『
論
語
語
由
』
の
み
が
支
封
秋
月
藩
主
の
特
別

岡

村

の
現
存
写
本
に
つ
い
て

繁
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な
配
慮
に
よ
っ
て
藩
府
よ
り
板
行
さ
れ
た
以
外
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
上
梓
の
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
辛
う
じ
て
彼
を
敬
慕
す
る
門
弟
た
ち
の

手
で
次
か
ら
次
に
転
写
さ
れ
、
ほ
そ
ぽ
そ
と
識
者
の
間
に
伝
え
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
私
が
取
り
上
げ
よ
う
と
す
ろ
『
春

秋
左
伝
考
義
』
も
、
や
は
り
同
様
な
運
命
を
た
ど
っ
て
現
在
に
残
っ
た
貴
重
な
一
書
で
あ
る
。

『
春
秋
左
伝
考
義
』
上
下
二
巻
は
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
三
十
巻
の
経
文
お
よ
び
伝
文
の
う
ち
、
疑
義
の
存
す
る
語
旬
一
七
一
八
条
に
つ

い
て
南
冥
が
逐
一
入
念
な
注
解
を
施
し
た
一
大
労
作
で
あ
っ
て
、
か
の
『
論
語
語
由
』
と
相
並
ぶ
南
冥
経
学
の
双
璧
と
い
っ
て
過
言
で
は

な
い
。
南
冥
が
本
書
を
撰
述
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
も
は
や

JE
確
に
こ
れ
を
知
り
得
る
文
献
も
残
存
せ
ず
、
わ
ず
か
に
次
に
挙
げ
ろ
南

冥
自
身
の
言
葉
に
よ
っ
て
漠
然
と
そ
の
時
期
を
推
し
量
る
こ
と
か
で
苔
る
だ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
書
巻
末
の
哀
公
二
十
七
年
伝
「
始

衷
終
皆
挙
之
、
而
後
入
焉
」
の
考
義
に
い
う
、

古
今
註
『
論
語
』
者
、
大
抵
皆
不
解
其
意
、
任
臆
強
解
、
有
可
笑
甚
者
。
余
有
『
論
語
考
義
』
、
不
贅
子
此
。

思
う
に
、
こ
の
文
に
叶
謂
『
論
語
考
義
』
な
る
書
名
は
、
文
化
三
年
（
一
八
0
六
）
秋
月
藩
で
上
梓
さ
れ
た

別
称
、
な
い
し
は
そ
れ
が
上
行
さ
れ
る
以
前
の
旧
称
で
あ
っ
た
可
能
性
が
多
分
に
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
『
春
秋
左

伝
考
義
』
の
撰
述
時
期
は
、
一
応
『
論
語
語
白
〗
が
脱
稿
し
た
寛
政
凡
年
(
-
ヒ
几
一
一
一
）
、
南
冥
が
万
十
一
歳
の
時
よ
り
以
後
に
属
す
る

こ
と
に
な
る
。

＊
従
来
『
左
伝
考
養
』
の
撰
述
時
期
に
つ
い
て
一
•
_
-
]
及
し
た
文
献
と
し
て
は
、
高
野
江
基
太
郎
（
鼎
湖
）

文
社
刊
）
が
あ
る
。
こ
の
書
ぱ
、
特
に
そ
の
推
定
の
論
拠
を
示
し
て
は
い
な
い
が
、

0

0

 

0
 
0

マ
マ

「
綸
語
々
由
以
下
、
語
由
補
遺
、
左
伝
講
義
、
素
書
読
断
、
暇
忌
令
釈
義
等
は
、

貞）

い
ず
机
も
院
醗
後
の
作
な
る
こ
と
明
ら
か
な
灯
。
」

と
断
五
し
て
い
る
。
し
か
し
今
、
阿
部
隆
一
『
亀
井
南
冥
・
昭
賑
華
作
展
観
毒
解
題
』
（
昭
和
三
四
年
、
疫
応
義
那
図
書
館
油
印
）
に
よ
れ
は
、
右

出
諸
害
の

A

っ
ち
ニ
素
書
独
断
』
に
は
大
明
ヒ
年
(
-
七
八
ヒ
）
い
数
が
あ
っ
て
、
こ
の
書
は
南
冥
四
十
歳
代
初
期
の
著
述
と
柑
定
さ
れ
、
高
野
江
税

と
合
致
し
な
い
。
怨
｀
ら
く
著
者
の
武
断
な
推
定
で
あ
ろ
う
c

庫
両
侠
亀
井
南
冥
』

（
七
七

（
大
正
一
一
年
、
福
岡
共

『
論
語
語
由
』

の
私
的
な
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亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）

が
そ
れ
で
あ
る
。

（
明
治
四
0
•

四
一
年
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
連
載
）

な
お
、
こ
の
高
野
江
説
は
、
疑
う
ら
く
は
西
村
天
囚
『
異
彩
あ
る
学
者
』

冥
（
第
十
六
回
）
に
紹
介
さ
れ
た
南
冥
の
著
述
書
目
ー
|

「
南
冥
の
著
述
は
散
逸
し
て
其
の
子
孫
の
家
に
も
伝
は
ら
ず
、
今
曽
孫
玄
谷
の
述
べ
し
略
年
譜
に
因
て
、
其
の
書
目
を
挙
ぐ
れ
ば
左
の
如
し

マ
マ

境
浦
草
(
+
七
八
の
作
）
△
決
々
余
騨
（
二
十
一
韓
使
唱
和
）
△
南
滸
紀
行
（
三
十
二
の
時
の
薩
摩
紀
行
）
・
…
．．
 

△
論
語
語
由
（
五
十
六
の
寛

マ

マ

マ

マ

政
五
年
に
成
る
）
△
語
由
補
遺
二
巻
（
寛
政
六
年
成
る
）
△
左
伝
講
義
△
素
書
読
断
△
服
忌
令
釈
義
△
失
音
草
（
以
上
其
年
を
知
ら
ず
亦
未
だ

其
書
を
見
ず
）
」

に
そ
の
ま
ま
拠
っ
て
述
べ
た
臆
測
で
あ
っ
て
、
一
一
該
書
を
実
見
し
た
結
果
の
推
定
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
書
の
現
存
写
本
は
、
近
ご
ろ
刊
行
さ
れ
た
『
国
書
総
目
録
』
第
四
巻

る
三
通
が
現
存
し
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

ー
『
春
秋
左
伝
考
義
』
二
巻
一
冊

2
『
春
秋
左
伝
考
義
』
二
巻
二
冊

3
『

左

伝

考

義

』

四

巻

四

冊

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
（
三
宅
真
軒
旧
蔵
『
亀
井
経
学
叢
書
」
所
収
）

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
（
内
田
遠
湖
旧
蔵
）

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
（
平
沼
麒
一
郎
「
平
沼
文
庫
」
旧
蔵
）

の
う
ち
「
亀
井
南

簡
称
「
真
軒
本
」

簡
称
「
内
田
本
」

簡
称
「
平
沼
本
」

な
お
、
以
上
の
現
存
三
本
の
ほ
か
、
さ
ら
に
往
時
に
は
、
こ
れ
ら
三
本
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
伝
本
が
少
な
く
と
も
三
通
は
残
存
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
真
軒
本
・
内
田
本
の
上
欄
校
記
に
し
ば
し
ば
見
え
る
所
謂
「
元
本
」
「
旧
本
」
「
一
本
」
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
往
時
の
三
本
は
、
例
え
ば
、

0
「
公
子
慶
父
」
云
云
井
註
、
元
本
無
有
。
（
荘
公
二
年
経
「
公
子
慶
父
、
帥
師
伐
於
余
丘
」
お
よ
び
考
義
に
対
す
る
校
記
）

0
「
尤
」
、
旧
本
作
「
考
」
。
（
荘
公
二
十
四
年
伝
「
先
君
有
共
徳
」
云
云
の
考
義
「
不
可
深
尤
」
句
に
対
す
る
校
記
）

0
「
公
女
」
之
「
公
」
、
一
本
無
有
。
（
桓
公
三
年
伝
「
上
大
夫
送
之
」
の
考
義
「
公
子
公
女
」
句
に
対
す
る
校
記
）

等
の
諸
校
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
存
の
真
軒
本
・
内
田
本
・
平
沼
本
が
い
ず
れ
も
同
文
で
あ
る
に
も
か
か
ら
わ
ず
、
こ
れ
ら
現
存
三

（
昭
和
四
一
年
八
月
、
岩
波
書
店
刊
）
に
よ
れ
ば
、
次
に
列
挙
す
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(1) 本
と
合
致
し
な
い
字
句
の
異
同
を
少
な
か
ら
ず
含
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
往
時
の
一

1

一
本
は
残
念
な
が
ら
現
在
そ
の

存
亡
を
知
る
由
も
な
い
。

真
軒
本
『
春
秋
左
伝
考
義
』
二
巻
一
冊

こ
の
本
、
表
紙
に
は
「
春
秋
左
伝
考
義
上
下
」
と
題
し
、
序
目
は
な
い
。
上
巻
の
方
は
巻
首
に
「
春
秋
左
伝
考
義
巻
之
上
」
、

巻
末
に
「
春
秋
左
伝
考
義
巻
之
上
羞
」
と
題
し
て
首
尾
相
応
じ
て
い
る
が
、
下
巻
の
方
は
巻
首
に
「
春
秋
左
伝
考
義
巻
之
下
」
と
題
し
な

が
ら
、
巻
末
に
は
「
応
底
考
羞
巻
之
年
大
尾
」
の
ご
と
く
尾
題
を
略
記
し
、
か
つ
巻
数
の

き
改
め
て
い
る
。
内
容
は
、
上
巻
に
「
隠
公
」
よ
り
「
文
公
」
ま
で
六
公
、
下
巻
に
「
宣
八
ム
」
よ
り
「
哀
公
」
ま
で
六
公
の
考
義
を
そ
れ

ぞ
れ
収
め
る
。
毎
半
葉
、
無
界
九
行
、
行
二
十
字
。
た
だ
し
考
義
の
部
分
は
小
字
双
行
、
行
―
―
十
字
で
あ
っ
て
、
上
巻
最
初
の
考
義
の
文

に
だ
け
冒
頭
に
「
考
義
曰
」
三
字
を
標
記
し
、
以
後
は
上
下
巻
を
通
じ
て
各
注
ほ
と
ん
ど
こ
の
標
記
三
字
が
省
か
れ
て
い
る
。

今
、
こ
の
真
軒
木
（
内
田
本
も
同
系
）
と
後
述
す
る
平
沼
本
と
の
内
容
を
比
較
す
る
に
、
真
軒
本
は
、
私
の
見
る
か
ぎ
り
、
平
沼
本
『
左

伝
考
義
』
に
爾
後
さ
ら
に
修
訂
増
浦
を
加
え
た
、
い
わ
ば
定
稲
本
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
論
拠
と
な
ろ
べ
吾
顕
著

『
春
秋
左
氏
伝
』
開
巻
第
一
に
位
置
す
る
「
隠
公
」
の
冒
頭
部
分
は
、
固
知
の
ご
と
く
そ
の
記
述
様
式
が
次
の
「
桓
公
」
以
下
の
場
合

と
若
干
異
な
り
、
ま
ず
最
初
に
隠
公
即
位
ま
で
の
歴
史
的
経
緯
を
略
述
し
た
序
伝
部
分
が
あ
っ
て
、
そ
の
次
に
始
め
て
隠
公
元
年
以
下

の
経
文
な
ら
び
に
伝
文
が
逐
次
記
載
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
平
沼
本
は
、
か
か
る
『
左
伝
』
隠
公
冒
領
の
変
則
的
な
記
述
様
式
に
対
し
て
慎
董
な
配
慮
を
怠
っ
た
ら
し
く
、
前
掲
の
贄

影
に
見
る
よ
う
に
、

い
合
な
り
最
初
か
ら
「
隠
公
元
年
伝
」
と
い
う
標
題
を
掲
げ
て
、
そ
こ
に
は
標
題
と
食
い
違
う
内
容
を
持
っ
た
序

伝
部
分
の
考
義
だ
け
を
収
録
し
、
次
た
あ
ら
た
め
て
「
元
年
紆
」
お
よ
び
「
伝
」
の
標
題
を
掲
げ
な
お
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
椋
題
下
に

な
事
例
を
示
せ
ば
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

正
文
、

「
五
」
字
を
爾
後
に
塗
抹
し
て

「
下
」
字
に
書
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(2) 

は
ヽ

亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）

『
左
伝
』
本
来
の
記
述
様
式
と
照
し
合
わ
せ
た
場
合
、

始
め
て
隠
公
元
年
の
経
と
伝
に
対
す
る
考
義
を
収
め
る
、
と
い
っ
た
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
平
沼
本
の
標
題
設
定
の
仕
方

い
さ
さ
か
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
評
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
伝
」
の
見
出
し

こ
れ
に
対
し
て
真
軒
本
の
方
は
、
か
か
る
内
容
と
体
裁
と
の
麒
顧
に
気
づ
い
た
た
め
か
、
そ
の
編
成
様
式
が
恰
も
別
種
の
書
物
の
ご

と
く
一
変
し
、
は
な
は
だ
合
理
的
な
形
態
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
本
に
お
い
て
は
、
隠
公
に
関
す
る
序
伝
部
分
お
よ
び
在

位
期
間
の
経
伝
全
部
を
ひ
っ
く
る
め
て
最
初
に
唯
「
隠
公
」
と
だ
け
総
題
を
掲
げ
、
一
方
そ
の
序
伝
・
元
年
経
・
元
年
伝
に
対
す
る
標

識
の
仕
方
は
、
経
の
部
分
と
伝
の
部
分
が
改
ま
る
ご
と
に
行
を
か
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
「
伝
」
「
元
年
経
」

を
冠
し
、
も
っ
て
『
左
伝
』
本
来
の
記
述
様
式
と
の
合
致
を
は
か
っ
て
い
る
。

先
死
不
得
従
夫
溢
也
」

『
左
伝
』
隠
公
の
序
伝
「
孟
子
卒
」
の
文
、
お
よ
び
そ
の
杜
註
「
不
称
鈍
、
不
成
喪
也
。
無
溢
、

て
、
平
沼
本
の
考
義
は
次
の
ご
と
く
い
う
。
（
引
文
中
の
圏
点
は
、
真
軒
本
と
合
致
す
る
字
句
を
示
す
。
）

考
義
曰
、
雖
為
嫡
夫
人
、
無
子
且
少
而
死
。
是
恵
公
後
当
有
夫
人
也
。
其
不
成
喪
、
可
知
耳
。
且
仮
令
成
喪
、
不
可
称
「
鈍
」
者
、

後
有
夫
人
而
生
嗣
君
、
則
其
死
不
得
不
称
「
競
」
。
此
孟
子
之
所
以
必
称
「
卒
」
也
。
雖
然
「
鈍
」
「
卒
」
備
礼
者
、
惟
経
文
独
有

0
 

0

0

 

0

0

0

0

 

0
 

0
 
0
 
0
 
0
 

之
、
伝
文
無
有
義
例
、
不
弁
而
可
。
又
一
種
有
無
経
之
伝
、
準
経
為
文
者
。
此
伝
非
準
経
之
文
。
杜
註
経
伝
同
解
、
而
論
不
及
此
、

疎
甚
゜

又
論
溢
之
有
無
、
亦
恐
失
考
。
鈍
卒
不
称
臨
、
而
葬
称
溢
、
例
也
。
若
下
曰
「
恵
公
斃
」
、
是
伝
文
、
非
備
礼
之
辞
。
可
以
為
礼

0

0

 

0
 
0
 

0
 
0
 
0
 

0
 
0
 

0
 
0
 

0
 

乎
。
故
杜
此
註
、
皆
無
用
之
弁
也
。
削
去
而
可
。

一
方
、
同
じ
伝
文
お
よ
び
杜
註
に
対
す
る
真
軒
本
の
考
義
は
、
右
の
平
沼
本
の
そ
れ
と
多
く
異
な
っ
て
次
の
よ
う
な
注
解
に
な
っ
て
い

る
。
（
引
文
中
の
圏
点
は
、
平
沼
本
と
合
致
す
る
字
句
を
示
す
。
）

0

0

 

0
 

0
 

0
 

考
義
日
、
凡
魯
夫
人
死
、
或
称
「
斃
」
、
或
称
「
卒
」
。
伝
皆
承
経
文
書
之
、
文
法
為
然
。
今
此
伝
無
経
。
因
亦
無
義
例
。
不
費
弁

而
可
。
杜
預
経
伝
同
解
、
疎
甚
゜

に
つ
い
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(3) 

姥
称
溢
昔
、
ト
ニ
公
所
無
。
無
経
之
伝
、
が
無
義
例
。

（
隠
公
の
父
）

理
由
を
解
説
し
た
前
半
部
分
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
平
沼
本
が
再
三
論
点
を
変
転
さ
せ
、
も
た
も
た
し
た
論
述
に
な
っ
て
い
る
の
に
引
き

か
え
、
真
軒
本
の
方
は
一
切
の
仮
定
や
臆
測
を
排
し
、
論
拠
を
『
左
伝
』
に
お
け
る
義
例
の
有
無
だ
け
に
絞
っ
て
明
快
な
論
証
を
行
な

ま
た
溢
号
に
つ
い
て
論
じ
た
後
半
部
分
に
つ
い
て
見
て
も
、
平
沼
本
が
杜
註
を
駁
す
る
の
に
唯
「
斃
卒
不
称
謳
、
而
葬
称
溢
」
と
い

う
一
事
だ
け
を
論
拠
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
真
軒
本
の
方
は
更
に
「
春
秋
十
二
侯
夫
人
、
従
夫
溢
者
、
独
有
定
似
、
余
皆
不
然
」

と
い
う
新
し
い
有
力
な
積
極
的
証
拠
を
加
え
て
自
説
の
正
し
さ
を
補
強
し
た
わ
け
で
あ
る
。

各
考
義
の
配
懺
状
況
に
つ
い
て
平
沼
本
と
真
軒
本
と
を
比
較
す
る
に
、
前
者
よ
り
も
後
者
の
万
に
改
善
の
跡
が
認
め
ら
れ
、
よ
り
適

切
な
位
置
に
考
義
の
文
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
前
項
②
に
併
記
し
た
平
沼
本
・
真
軒
本
の
例
文
を
対
照
し
た
場
合
、
平
沼
本
に
お
い
て
は
、
序
伝
「
恵
公
蒻
」
の
文
に
言

及
し
た
考
義
の
部
分
が
、
こ
の
伝
文
よ
り
数
句
前
に
あ
る
「
孟
子
卒
」
の
考
義
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
、

孟
子
卒
〇
考
義
曰
、
：

．．．． 
斃
卒
不
称
哀
、
而
葬
称
臨
、
例
也
。
若
下
日
「
恵
公
斃
」
、
是
伝
文
、
非
備
礼
之
辞
。
可
以
為
礼
乎
。

と
作
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
か
平
沼
本
で
は
特
に
「
恵
公
斃
」
の
条
を
下
文
に
設
け
て
は
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
真
軒
本
の
方
ぱ
、

平
沼
本
に
あ
っ
た
「
恵
公
斃
」
に
関
す
る
考
義
十
九
字
が
「
孟
子
卒
」
の
条
下
か
ら
全
部
削
去
さ
れ
、
そ
の
か
わ
り
に
下
文
に
新
し
く

「
恵
公
苑
」
の
一
条
を
設
け
て
、

っ
て
い
る
。

今
こ
の
両
文
を
比
較
す
る
に
、
ま
ず
魯
の
恵
公

の
嫡
夫
人
孟
子
の
死
を
「
卒
」
と
称
し
て
「
斃
」
と
称
し
な
か
っ
た

6
 

8
 

又
論
溢
之
有
無
、
亦
失
考
耳
。
斃
卒
不
称
溢
、
而
葬
称
溢
、
例
也
。
且
『
春
秋
』
十
二
侯
夫
人
、
従
夫
溢
者
、
独
有
「
定
似
」
、
余

0

0

 

0

0

 

0

0

0

0

0

 

0

0

 

0
 

皆
不
然
。
得
日
「
必
従
夫
溢
」
乎
。
故
杜
此
註
、
皆
無
用
弁
也
。
削
去
為
可
。
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(4) 

亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）

と
い
う
考
義
の
文
を
載
せ
て
い
る
。
考
義
に
お
け
る
こ
の
配
饂
転
換
は
、
注
解
の
在
り
方
か
ら
考
え
て
適
宜
な
処
懺
と
判
断
さ
れ
る
。

ま
た
例
え
ば
、
隠
公
元
年
伝
の
考
義
を
見
る
に
、
平
沼
本
で
は
『
左
伝
』
本
来
の
文
章
の
順
序
を
倒
錯
し
て
、

也
」
の
考
義
を
先
に
し
「
将
襲
鄭
」
の
考
義
を
後
に
置
い
て
い
る
が
、
真
軒
本
の
方
で
は
そ
の
順
序
倒
錯
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

平
沼
本
で
は
全
く
指
摘
し
て
い
な
か
っ
た
経
伝
の
考
義
が
、
真
軒
本
の
方
に
は
相
当
多
く
加
わ
っ
て
い
る
。
今
試
み
に
「
隠
公
」
元

年
の
部
分
だ
け
に
つ
い
て
そ
の
例
を
拾
い
上
げ
て
も
、
す
で
に
次
の
よ
う
な
考
義
七
条
が
見
当
る
ほ
ど
で
あ
る
。

杜
註
日
、
隠
維
不
即
位
、
然
摂

1
経
「
王
正
月
。
」
（
参
考
）
行
君
事
。
故
亦
朝
廟
告
朔
也
。

マ
マ

人
君
叩
位
、
雖
有
故
不
書
「
叩
位
」
、
必
督
「
王
正
月
」
者
、
蓋
『
春
秋
』
恒
例
。
例
在
荘
閲
情
元
年
。
如
杜
註
如
所
言
、

「
以
朝
廟
告
朔
、
故
為
必
書
王
正
月
」
、
不
深
考
之
失
也
。
償
元
年
経
、
書
「
玉
正
月
」
。
伝
日
「
不
書
叩
位
、
公
出
故
也
」
。

公
出
、
不
得
朝
廟
告
朔
、
必
突
。
読
者
詳
之
。
弁
具
子
『
釈
例
解
病
』
。

杜
註
日
、
宰
官
。
哩
名
也
。
：
・
…
此
天
子
大
夫
称
字
之

2
経
「
天
王
使
宰
疸
」
云
云
。
（
参
考
）
例
。
仲
子
者
桓
之
母
。
婦
人
無
臨
、
故
以
字
配
姓
也
。

「
宰
疸
」
位
爵
、
未
可
詳
考
。
杜
以
為
大
突
。
因
又
作
「
天
子
大
夫
称
字
之
例
」
。
伝
之
所
無
、
取
臆
言
之
。
可
謂
妄
突
。
杜
註
又

曰
「
婦
人
無
謳
」
。
亦
臆
断
無
所
拠
。
詳
子
『
釈
例
解
病
』
。

杜
註
日
、
祭
伯
諸
侯
為
王
卿

3
経
「
祭
伯
来
。
」
（
参
考
）
士
者
。
祭
国
。
伯
爵
也
。

「
祭
伯
」
職
掌
、
未
可
詳
考
。
杜
以
為
「
卿
士
」
、
恐
亦
杜
撰
耳
゜

4
伝
「
不
義
不
暇
。
」
（
参
考
）
鯉
罪
二
戸
“
紐
虹

0

不

言
「
不
義
」
者
、
必
失
衆
心
也
。
承
上
「
多
行
不
義
」
、
語
気
照
応
。
杜
註
誤
突
。

5
伝
「
閾
地
及
泉
。
」

考
叔
宿
構
。

て
、
こ
れ
と
同
様
の
事
例
は
他
に
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。

「
不
言
出
奔
、
難
之

但
曰
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も
、
す
で
に
以
下
の
こ
と
き
数
条
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
引
文
中
の
〔

皆
氏
先
之
別
種
也
」

た
け
に
つ
い
て
、

〕
内
は
、
真
軒
本
だ
け
に
あ
る
部
分
を
示
す
。

(5) 

6
伝
「
夷
不
告
、
故
不
書
。
」

紀
夷
皆
不
告
也
。
紀
恣
出
兵
攻
伐
、
自
当
恐
而
不
告
。
故
独
見
「
夷
不
告
」
己
。

7
伝
「
不
為
患
、
亦
不
書
。
」

〔
杜
註

伝
発
例
者
、
有
一
見
者
、
有
再
三
見
者
、
又
有
不
惟
再
三
者
。
蓋
文
有
詳
略
也
。
杜
以
為
「
例
一
発
而
足
。
其
再
発
者
、
必
有
所
以

発
之
故
。
故
毎
註
其
故
以
済
」
。
其
説
誤
於
詳
也
。
不
可
従
突
。

真
軒
本
の
考
義
の
文
に
は
、
平
沼
本
で
未
だ
論
及
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
雨
後
に
袖
足
し
た
ら
し
い
部
分
が
認
め
ら
れ
、
し
か
も
そ

の
補
足
部
分
は
し
ば
し
ば
長
文
に
わ
た
る
こ
と
が
あ
る
。
今
、
前
項
と
同
様
「
隠
公
」
の
部
分
だ
け
か
ら
顕
著
な
事
例
を
抽
き
出
し
て

ー
隠
公
二
年
経
「
公
会
戎
子
潜
。
」

杜
註
日
、
戎
狭
夷
蛮
、
砦
氏
免
之
別
種

（
参
考
）
也
。
戎
而
書
会
者
、
順
其
俗
以
為
礼
。

案
商
頌
曰
「
自
彼
氏
莞
」
。
註
曰
「
氏
先
、
西
戎
之
国
名
」
。
由
是
言
之
、
謂
「
戎
為
氏
梵
之
別
種
」
獅
是
可
也
。
杜
註
「
戎
秋
夷

蛮
」
皆
以
為
「
氏
売
」
、
不
知
所
拠
。

四
夷
種
類
極
多
、
且
不
可
詳
知
。
所
以
有
「
九
夷
百
蛮
」
之
称
也
。
宜
舎
而
不
論
。

又
日
「
戎
而
書
会
者
、
順
其
俗
以
為
礼
」
。
亦
為
無
用
弁
也
。
案
伝
弁
会
之
成
否
者
、
独
係
子
称
「
至
自
会
」
者
。
故
曰
「
特
相

会
、
往
来
称
地
。
譲
事
也
。
自
参
以
上
、
則
往
称
地
、
米
称
会
。
成
事
也
。
」
是
也
。
若
此
称
「
会
」
及
「
会
呉
子
善
導
」
等
、
何

在
其
成
礼
与
否
。
不
費
弁
而
可
也
。
〗

そ
の
論
拠
の

右
の
考
義
を
見
る
に
、
平
沼
本
ぱ
、
た
だ
杜
註
の
前
半
部
分
「
戎
秋
夷
蛮
、

薄
弱
さ
を
指
摘
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
真
軒
本
の
方
ぱ
、
更
に
そ
れ
に
加
え
て
杜
註
の
後
半
部
分
「
戎
而
書
会
者
、
順
其
俗

以
為
礼
」
と
い
う
説
に
対
し
て
も
、
論
拠
を
示
し
て
厳
し
く
反
駁
し
た
の
で
あ
る
。

杜
註
日
、
将
卑
師
少
称
人
。
弗

2
同
二
年
経
「
菩
人
入
向
。
」
（
参
考
）
地
日
入
。
例
在
墨
十
三
年
。

文
十
五
年
伝
例
曰
「
凡
勝
国
曰
滅
之
。
獲
大
城
日
入
之
。
」
言
一
旦
獲
大
都
、
而
不
有
其
地
者
。
即
亦
所
謂
「
弗
地
曰
入
」
之
例
、
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亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）

是
也
。
他
入
国
者
、
率
皆
拗
之
。

称
人
。
」
此
説
本
子
『
公
羊
』
、

『
左
伝
』
不
以
為
例
。
且
有
不
合
者
已
。
故
不
取
。
〕

右
の
考
義
の
う
ち
、
真
軒
本
だ
け
に
存
す
る
五
十
四
字
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
そ
の
前
段
「
杜
註
独
引
．．．．．． 
故
詳
之
」
四
句
は
、
明

ら
か
に
上
文
で
言
い
足
り
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
補
足
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
後
段
「
杜
註
又
日
」
以
下
に
し
て
も
、
そ
の
注
解
の
仕

方
か
ら
推
し
て
、

や
は
り
雨
後
に
補
充
し
た
部
分
と
推
定
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

杜
註
日
、
斉
鄭
以
公
不
至
、

3
同
十
年
経
「
夏
、
肇
帥
師
、
会
斉
人
鄭
人
伐
宋
。
」
（
参
考
）
故
亦
更
使
微
者
従
之
伐
宋
゜

伝
日
「
羽
父
先
会
斉
侯
鄭
伯
伐
宋
。
」
此
釈
輩
先
師
期
会
二
国
之
君
伐
宋
也
。
伝
明
書
「
斉
侯
鄭
伯
」
而
経
皆
称
「
人
」
者
何
也
。

貶
没
尊
称
也
。

．．．． 
：
杜
氏
不
深
考
之
、
以
為
「
使
微
者
従
輩
伐
宋
。
」
仮
令
其
説
之
是
乎
、
則
伝
所
謂
「
先
会
斉
侯
鄭
伯
」
者
、
何

以
為
説
。
可
謂
謬
笑
゜

〔
杜
註
独
引
襄
十
三
年
、
而
不
及
文
十
五
年
例
。
読
者
或
惑
。
故
詳
之
。
杜
註
又
曰
「
将
卑
師
少

〔
荘
二
十
八
年
「
斉
人
伐
衛
。
」
伝
曰
「
斉
侯
。
」
与
此
全
同
。
可
併
考
焉
。
〗

右
の
考
義
の
末
尾
に
つ
ら
な
る
真
軒
本
の
数
句
は
、
明
ら
か
に
溺
後
「
荘
二
十
八
年
」
の
新
し
い
用
例
を
見
つ
け
出
し
て
、
そ
れ
を

杜
註
日
、
六
月
無
戊
申
。
戊

（
参
考
）
申
五
月
二
十
三
日
。
日
誤
。

杜
註
「
戊
申
五
月
二
十
三
日
。
日
誤
。
」
正
義
曰
「
六
月
内
辰
朔
。
―
―

-
B
戊
午
。
五
日
庚
申
。
未
知
執
是
。
」
考
義
以
為
「
六
月
」

二
字
、
恐
是
錯
簡
。
若
取
二
字
、
以
属
下
「
壬
戌
」
、
特
為
穏
竿
゜

則
時
月
従
差
。
然
則
長
暦
推
歩
、
未
可
以
為
定
説
也
。
亦
備
一
説
、
以
待
後
明
者
。
〗

5
同
十
一
年
伝
「
卒
出
瑕
、
行
出
犬
鶏
。
」
（
参
考
）
譴
謡
炉
卵
腎
翠
、

固
礼
日
「
白
人
為
卒
、
二
十
五
人
為
両
。
」
以
行
為
二
十
五
人
、
古
無
明
文
。
杜
註
可
疑
。
或
疑
「
行
」
当
作
「
両
」
。

〔
又
或
言
「
行
、
伍
乎
。
」
未
詳
考
。
〗

〔
又
曰
、
春
秋
閻
、
日
官
失
職
、
誤
閏
者
数
癸
。
饂
閏
一
誤
、

右
の
考
義
二
文
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
に
附
け
ら
れ
た
真
軒
本
の
「
又
曰
」
以
下
・

乎゚
4
同
十
年
伝
「
六
月
戊
申
、
会
斉
侯
鄭
伯
子
老
桃
。
」

上
文
に
追
加
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

「
又
或
言
」
以
下
は
、

や
は
り
溺
後
の

因
韻
誤
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な
る
と
、
そ
う
し
た
考
義
の
補
正
掴
所
か
際
立
っ
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

な
袖
止
を
加
え
た
考
義
の
文
に
お
い
て
特
に
顕
著
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
思
う
に
、
こ
の
よ
う
に
真
軒
本
が
偏

頗
な
油

iF
に
止
ま
っ
た
の
は
、
あ
る
い
は
南
冥
が
最
初
『
左
伝
』
全
篇
に
わ
た
る
考
義
を
一
応
脱
稿
し
た
際
、
顧
み
て
特
に
初
頭
祁
分
に

か
『
左
伝
』
の
初
頭
部
分
に
当
る
「
隠
公
」

以
上
に
列
挙
し
た
諸
証
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ

3
真
軒
本
は
、
平
沼
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
未
定
稿
の
不
備
や
錯
誤
を
改
紅
し
た
、
い
わ

ば
定
稿
本
に
該
当
す
る
も
の
と
推
定
し
て
差
支
え
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
も
し
私
の
か
か
る
推
定
が
誤
っ
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
同
じ
く
南
冥
の
著
述
で
あ
り
な
が
ら
平
沼
本
と
真
軒
本
と
の

『
左
繍
』
、

闇
に
認
め
ら
れ
る
経
伝
解
釈
の
食
い
違
い
は
、
上
述
の
諸
例
と
同
様
、
そ
の
ま
ま
南
冥
の
『
左
伝
[
研
究
に
お
け
る
研
鎖
進
展
の
過
程
を

ま
ざ
ま
ざ
と
わ
れ
わ
れ
に
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
桓
公
二
年
伝
「
凡
公
行
、
告
十
宗
廟
。
反
行
飲
至
」

0
文
に
見
え

る
「
反
行
飲
平
」
の
一
句
を
解
釈
す
る
に
当
っ
て
、
平
阿
本
か
、

0

0

 

0
 

0
 

二
行
」
句
。
一
呂
反
自
行
也
。
未
知
執
是
゜

た

ぴ

か

え

と
い
い
、
泊
の
凝
李
騨
等
の
『
左
編
』
に
従
っ
て
「
行
」
字
で
句
読
を
切
り
ア

□

よ
り
反
れ
ば
、
飲
至
す
」
と
訓
ず
べ
き
か
、
そ
れ
と
も

か
え

従
来
の
読
み
方
に
従
っ
て
「
反
」
字
で
句
読
を
切
り
「
反
れ
ば
、
飲
至
を
行
な
う
」
と
解
す
べ
き
か
、
い
ま
だ
そ
の
是
非
を
決
し
か
ね
て

い
た
の
に
対
し
て
、
真
軒
本
の
方
は
、
は
っ
き
り
と
『
左
綴
』
の
解
釈
に
荷
担
し
て
、

『
左
絨
』
、
「
＇
行
」
勺
。
言
遠
自
行
也
。
今
従
之
。

と
判
断
し
、
に
文
に
お
け
る
上
旬
「
公
行
」
の
「
行
」
と
下
旬
「
反
行
」
の
「
行
」
と
か
柏
照
応
す
る
表
視
で
あ
る
こ
と
に
組
列
し
て
い

た
ら
し
い
形
跡
な
ど
、
そ
う
し
た
南
冥
の
『
左
伝
』
研
究
に
お
け
る
覆
考
の
跡
を
窺
わ
し
め
る
一
例
て
あ
る
。

ょ
、
ぇ
‘

ー

し

と

こ
の
よ
う
に
真
軒
本
が
平
沼
本
の
不
備
や
錯
誤
を
補
正
し
た
個
所
は
、
わ
れ
わ
れ
の
予
測
を
裏
切
っ
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

「
桓
公
」

備
考
的
な
加
筆
と
見
ら
れ
る
。

「
荘
公
」
三
公
の
経
伝
に
偏
在
し
て
お
り
、
次
の
一
叫
匹
公
」
以
下
几
公
の
経
伝
に

の
み
な
ら
ず
、
か
か
る
補
正
の
偏
在
現
象
は
、
比
較
的
大
幅
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(4-) (2) (1) 

亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）

対
し
解
釈
上
の
不
満
を
強
く
懐
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
南
冥
が
補
正
の
途
中
で
精
細
な
再
検
討
の
努
力
を
放
榔
し
た
結
果
に

過
ぎ
な
い
の
か
。

い
ま
だ
私
に
は
そ
の
真
相
を
的
確
に
突
き
止
め
る
だ
け
の
充
分
な
用
意
が
な
い
。

ま
た
、
こ
の
真
軒
本
は
、
南
冥
の
自
撰
本
そ
の
ま
ま
の
姿
を
誤
り
な
く
伝
え
た
善
本
で
は
な
く
、
か
な
り
誤
脱
の
多
い
後
人
の
転
写
本

（
水
無
く
し
て
波
を
生
ず
）
と
い
う
四
字
の
諺
言
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、

「
波
」
字
を
誤
写
し
て
、
全
く
意
味
の
わ
か
ら
な
い
「
無
生
彼
」
三
字
に
作
っ
て
い
る
こ
と
。
（
隠
公
三
年
伝
「
四
月
鄭
祭
足
」
云
云
の
考
義
）

元
来
は
「
今
疑
而
閾
之
」
に
作
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
真
軒
本
で
は
「
刷
」
字
を
誤
っ
て
「
肉
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
。

七
年
経
「
晋
人
及
秦
人
戦
干
令
狐
」
の
考
義
）

。

元
来
は
恐
ら
く
「
弁
誤
説
之
詳
突
」
に
作
っ
て
い
た
ら
し
い
の
に
、
真
軒
本
で
は
「
弁
誤
口
之
詳
癸
」
と
な
っ
て
い
て
、

（
隠
公
八
年
伝
「
公
命
以
字
為
展
氏
」
の
考
義
）

固
有
名
詞
を
誤
写
し
た
例
と
し
て
、
明
の
祁
敬
撰
『
読
書
通
』
を
真
軒
本
は
誤
っ
て
『
読
者
通
』
に
作
っ
て
い
る
こ
と
。

一
年
伝
「
三
刻
而
枷
之
」
の
考
義
）

⑤
語
順
を
倒
錯
し
た
例
と
し
て
、
元
来
は
「
未
知
其
為
大
夫
与
否
」
に
作
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
真
軒
本
で
は
「
其
為
」
二
字
を
誤

倒
し
て
「
為
其
」
に
作
っ
て
い
た
り
（
文
公
五
年
伝
「
寧
涵
従
之
」
の
考
義
）
、
元
来
は
「
不
必
在
間
有
事
与
否
」
に
作
っ
て
い
た
は
ず
な

の
に
、
真
紆
本
で
は
「
必
在
」
二
字
を
誤
倒
し
て
「
在
必
」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
。
（
襄
公
二
十
年
経
「
斉
侯
襲
苔
」
の
考
義
）

等
々
、
真
軒
本
に
見
ら
れ
る
誤
脱
の
事
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
誤
脱
は
、
右
の
諸
例
か
ら
も
推
察
が

つ
く
よ
う
に
、
筆
写
者
の
学
刀
不
足
に
よ
る
も
の
が
頗
る
多
い
。

な
お
、
臭
斬
本
の
上
欄
に
は
、
さ
き
に
も
多
少
言
及
し
た
よ
う
に
、
所
謂
「
元
本
」

九
条
（
本
柏

□

T

し
が
き
」
参
照
）
、
お
よ
び
そ
れ
と
筆
跡
を
異
に
し
て
「
熙
按
」

け
た
ま
ま
で
放
置
し
て
い
る
こ
と
。

(3) で
あ
る
。
例
え
ば
、

0

0
 

元
来
は
「
無
水
生
波
」

「
熙
日
」 「

旧
本
」

（
哀
公
十

「
一
本
」
と
照
合
し
た
某
氏
の
校
記
二

と
標
記
す
る
校
記
一
几
条
が
あ
る
。

真
軒
本
で
は
「
水
」

こ
の
う

一
格
を
空

（
文
公

字

を

説

し
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認
め
ら
れ
な
い
。

長本
と
合
致
し
て
お
り
、

下
巻
巻
末
の
尾
題
だ
け

こ
の
本
、
各
巻
の
表
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
左
伝
考
義
上
」
「
左
伝
考
義
下
」
と
題
し
、
上
巻
封
而
に
は
「
南
冥
先
生
著

内
田
本
『
春
秋
左
伝
考
義
」
二
巻
二
冊

か
か
る
誤
解
な
ど
は
、

こ
3
校
語
の
数
少
な
い
過
失

ち
後
者
の
ぶ
庶
」
と
い
う
校
勘
者
ぱ
い
っ
た
い
誰
の
こ
と
な
の
か
、
も
ち
ろ
ん
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
か
、
疑
う
ら
く
は
南
冥
と
同
じ
祖

株
学
派
で
『
左
氏
春
秋
書
例
』
｀
巻
を
撰
し
た
備
前
の
高
原
東
郊
（
名
は
熙
。
一
七
七
六

よ
り
『
一
、
四
卜
年
後
輩
に
あ
た
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
「
燕
」
の
案
語
は
、
各
条
お
お
む
ね
至
当
な
見
解
で
あ
っ
て
当
人
の
裔
い

識
見
を
偲
ぶ
に
足
る
け
れ
ど
も
、
時
と
し
て
誤
解
が
介
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
哀
公
十
一
年
伝
「
一
二
刻
而
諭
之
」
の
考
義

「
読
書
通
刻
通
作
剋
。
言
剋
期
也
」
に
つ
い
て
、
熙
は
、

こ
の
考
義
の
文
中
に
「
通
」
字
か
翌
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
文
章

t
の
不
自
然

煕
按
「
通
作
」
之
「
通
」
、
似
術
。
不
然
、
当
作
「
而
」
。

の
一
例
で
あ
る
。

今
、
さ
ら
に
詳
し
く
出
文
中
の
字
句
に
つ
い
て
、

さ
を
感
じ
た
た
め
か
、

一
八
五
四
）
で
は
な
か
っ
た
か
。

東
郊
は
南
冥

と
い
う
修
正
案
を
提
示
し
て
い
る
。
し
か
し
実
は
明
の
郁
敬
撰
『
読
書
通
』
に
は
正
に
「
刻
、
通
作
剋
，
一
と
あ
っ
て
頁
軒
本
と
合
致
し
、

こ
の
「
通
」
字
が
術
字
で
も
誤
字
で
も
な
か
っ
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
誤
解
は
、
煕
の
見
た
考
義
の
底
本
が
「
読
杏
通
」

を
「
読
者
通
」
に
誤
写
し
て
い
た
こ
と
（
前
述
）
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、

春
秋
左
伝
名

横
田
蔵
書
」
と
い
う
二
行
の
稚
拙
な
大
字
墨
書
が
あ
る
。
正
文
は
、
毎
半
葉
の
行
数
、
各
行
3
字
数
等
、
あ
ら
ゆ
る
体
式
が
真
軒

一
見
し
て
血
本
全
く
同
系
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
前
掲
書
影
参
照
）
。
か
、

は
、
当
初
の
ま
ま
「
左
伝
考
義
巻
之
五
大
貝
」
に
作
っ
て
い
て
、
真
軒
本
の
よ
う
に
溺
後
一

i

在
」
字
を
「
下
」
字
に
書
き
改
め
た
形
跡
は

こ
の
内
川
本
と
前
述
の
真
斬
本
と
を
対
校
す
る
に
、
ひ
と
り
行
数
・
字
数
等
そ
の
体
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e2) 

亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）

（
宣
公
十
二
年
伝
）

（
文
公
十
二
年
経
「
晋
人
秦
人
」
の
考
義
）

。

3
成
二
年
伝
「
賜
晋
三
帥
三
命
之
服
。
」

゜

4
有
帥
而
不
従
゜

゜

ー
謂
督
不
忘
゜

゜

2
秦
伯
宣
子
称
人
者
。

（
文
公
十
万
年
伝
「
承
命
於
亜
旅
」
の
考
義
）

師 師 宜

（
倍
公
十
二
年
伝
）

妄

（
内
田
本
）

式
が
相
合
す
る
の
み
な
ら
ず
、
誤
字
・
脱
字
・
空
格
・
校
記
に
至
る
ま
で
両
本
の
字
句
は
大
抵
符
合
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
両

本
は
、
な
お
必
ず
し
も
完
全
に
合
致
す
る
写
本
で
は
な
い
。
試
み
に
両
本
間
に
見
ら
れ
る
字
句
の
異
同
を
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
ご
と
く
で

ー
杜
註
「
附
庸
之
君
未
王
命
、
例
称
名
。
」

2
圧
此
説
、
非
有
揺
拠
。
（
同
元
年
伝
「
曰
儀
父
貴
也
」
の
考
義
）

3
案
王
制
曰
「
大
夫
士
庶
人
、
三
月
而
葬
。
」
（
同
元
年
伝
二
士
諭
月
」
の
考
義
）

4
商
頌
曰
「
自
彼
氏
差
。
」
（
同
二
年
経
「
公
会
戎
千
潜
」
の
考
義
）

5
且
父
母
没
之
後
。
（
荘
公
十
五
年
経
「
夫
人
姜
氏
如
斉
」
の
考
義
）

6
荘
四
年
「
斉
侯
葬
紀
伯
姫
。
」
（
倦
公
二
十
五
年
経
「
宋
蕩
伯
姫
来
逆
婦
」
の
考
義
）

7
周
志
有
之
。
（
文
公
一
一
年
伝
）

8
所
以
賓
至
如
帰
也
。
（
襄
公
三
十
一
年
伝
「
無
寧
落
患
」
の
考
義
）

内
田
本
が
正
し
く
、
か
え
っ
て
真
軒
本
が
誤
っ
て
い
る
例
。

（
真
軒
本
）

（
隈
公
元
年
経
「
公
及
邸
儀
父
」
の
考
義
）

①
内
田
本
だ
け
に
見
ら
れ
る
魯
魚
の
誤
り
の
例
。

あ
る
。

（
内
田
本
）

（
真
軒
本
）

圭 忠 華 不 高 上 在 為
（
革
体
は
「
滋
」
）
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公
」

(3) 

真
軒
本
に
あ
っ
た
上
欄
の
校
土
が
内
田
木
に
は
欠
落
し
て
い
る
例
。

ー
「
公
及
斉
大
夫
」
云
玄
井
註
、
元
本
無
有
。

（
荘
公
八
年
経
「
公
及
斉
大
文
、
盟
干
蔀
5
.
l

わ
ょ
ひ
名
義
に
対
す
る
校
記
）

2

「
糾
是
其
名
」
云
云
、
元
本
無
打
。
賄
似
贔
巳
戸
郎
」
l

字
而
已
]

臼
T
/
I
c
I
伍
ー
公
仕
斉
、
納
子
糾
ー
い
索
義
[
'
汀
ず
一
’
オ
ー
i
)

以
上
の
字
句
異
同
を
通
覧
す
れ
は
自
す
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
内
田
本
は
、
若
下
の

4

土
し
い
字
句
を
除
い
て
、
わ
お
む
ね
の
と
こ
ろ

前
述
の
臭
軒
本
に
一
誨
を
輸
す
る
も
の
と
判
断
し
て
よ
さ
そ
う
に
思
わ
机
る
。

こ
の
木
、
各
巻
の
表
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
哨
辺
康
即
を
も
っ
て
「
左
伝
考
義
笠
井
南
炉
翠
」

「
左
伝
考
義

と
こ
ろ
で
、

信
」
と
赳
し
、
弟
一
巻
亨
）
に
は
「
闊
公
1

元
年
よ
り
「
胆
公
」
十
じ
年
ま
で
、
第
ご
巻
（
出
）
に
は
「
荘
公
」
心
年
よ

り
「
倍
公
」
十
在
年
ま
で
、
弟
．
二
巻
（
山
心
）
に
は
「
倍
公
」
十
六
年
よ
り
「
疫
公
」
二
十
二
年
ま
て
、
第
四
巻
（
に
）
に
は
[
表
公
」
・
一
＋

三
年
よ
り

□

衣
公
」
ニ
ト
じ
年
ま
で
の
考
義
が
そ
れ
そ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
、
）

i

即
述
の
真
軒
本
・
内
田
本
と
同
様
こ
の
本
に
も
序
目
は
な

い
。
正
文
は
、
各
巻
巻
首
に
「
左
伝
考
義
巻
之
幾
」
と
譲
し
、

れ
、
ま
た
各
巻
巻
末
に
は
「
左
伝
考
義
務
之
幾
終
」
と
題
し
、
第
四
巻
の
み
了
左
に
考
義
首
唱
巴
」
と
い
う
尾
題
に
な
っ
て
い
る
。
毎
平

葉
、
無
界
十
二
汀
、
行
一

1

十
了
。

そ
の
ド
方
に
「
記
井
南
涙
苫
」
土
字
が
別
人
の
筆
跡
を
も
っ
て
叫
入
さ

こ
3
平
沼
木
は
、
す
て
に
真
酎
本
の
解
説
に
お
い
て
詳
し
く
各
叫
し
た
よ
う
に
、
真
軒
本
・
内
田
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

定
稿
本
に
至
る
ま
で
の
い
わ
は
未
定
稿
本
の
系
統
に
属
し
、

掲
書
影
参
照
）

そ
oJ
考
義
の
書
人
も
ま
た
前
述
．
本
と
大
い
に
趣
を
礼
に
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
そ
の
第
一
は
、
前
述
の
ご
と
く
止
文
中
に
お
け
る
標
題
設
定
の
仕
方
か
、
＇
只
軒
本
・
臼
田
本
て
は
、
極
め
て
大
掴
み
に
「
隠

「
桓
公
，
二
寺
の
ご
と
く
国
君
別
に
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、

平
沼
本
『
左
伝
考
義
』
四
巻
四
冊

こ
の
平
沼
本
て
は
、
小
刻
み
に
「
隠
公
元
年
伝
」
「
Ju
年
経
」
「
伝
」

「
左
伝
考
義
弟
L

ご:→
All 

「
左
伝
考
義
欅
汀
南
潔
忠
」
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亀
井
南
冥

J

春
秋
左
伝
考
義
r
』
の
視
存
写
本
こ
つ
い
て
（
岡
村
）

杜
壺
不
知
之
口
省
文
耳
。
若
更

□

省
、
削
去
此
五
字
、
則
其
義
益
明
。

（
桓
公
五
年
伝
「
桁
動
而
妓
，

l

い
拷
義
）

3
蓋
怒
伯
嘉
之
諜
也
。
（
同
十
三
年
伝
「
楚
屈
瑕
伐
羅
」
の
考
義
）

4
猶
言
有
天
助
。
（
昭
公
元
年
伝
「
趙
孟
曰
天
乎
。
対
日
有
焉
」
の
考
義
）

5
代
唐
人
之
季
世
而
立
。

等
の
諸
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

ま
た
例
え
ば
、

゜

ー
其
人
強
大
相
敵
。

。

2
今
不
可
牧
゜

こ
の
平
沼
本
に
は
伝
写
者
の
無
学
に
よ
る
魯
魚
の
誤
り
が
相
当
に
数
多
く
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、

（
同
元
年
伝
「
其
季
世
日
胴
叔
虞
」
の
考
義
）

（
隠
公
元
年
経
「
鄭
伯
克
段
予
邸
」
の
考
義
）

（
推
定
さ
れ
る
原
本
の
文
）

内
田
本
で
は
年
代
別
・
経
伝
別
に
一
段
落
を
な
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

部
分
は
小
字
双
行
で
記
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

そ
の
第
三
は
、
真
軒
本
・
内
田
本
が
経
伝
の
語
句
と
考
義
の
部
分
と
を
明
確
に
区
別
し
、
経
伝
の
語
句
だ
け
を
大
字
に
書
い
て
考
義
の

一
応
両
者
を
区
別
す
る
た
め
に
経
伝
の
語
句
と
考
義
の
部
分
と
の
間

に
0
を
挟
み
、
ま
た
考
義
の
部
分
が
一
一
行
以
上
に
わ
た
る
場
合
は
、
考
義
を
経
伝
よ
り
一
格
低
く
し
て
書
く
と
い
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
、
文
字
の
大
苔
さ
そ
の
も
の
は
経
伝
も
考
義
も
全
く
区
別
な
く
、
す
べ
て
同
じ
大
字
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
ぎ
、

こ
の
平
沼
本
の
内
容
を
検
す
る
に
、
平
沼
本
は
、
前
述
の
貞
軒
本
・
内
田
本
と
同
様
、
明
ら
か
に
南
冥
の
自
撰
本

と
は
幾
分
距
離
の
あ
る
後
人
の
伝
写
本
と
判
断
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
例
え
ば
、

を
改
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
二
年
経
」

こ
の
平
沼
本
は
、

（
隙
公
六
年
伝
「
冬
宋
人
取
長
癌
」
の
考
義
）

也 夫 舌甘
咋 改 人

「
伝
」
等
の
ご
と
く
年
代
別
・
経
伝
別
に
細
分
し
た
標
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
第
二
は
、
上
述
の
標
題
設
定
に
影
響
さ
れ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
が
、
同
一
標
題
内
に
含
ま
れ
る
考
義
の
区
切
り
目
が
、
真
軒
本
・

こ
の
平
沼
本
で
は
更
に
細
か
く
経
伝
の
語
句
ご
と
に
考
義
の
行

（
平
沼
本
）
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3
倍
公
二
十
七
年
経
「
公
会
諸
侯
、
盟
手
宋
」
の
考
義
。

の
こ
と
く
、
伝
写
者
が
不
明
の
ま
ま
で
収
り
残
し
た
脱
字
も
随
所
に
頻
見
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
平
沼
本
は
、
郎
述
の
ご
と
く
、
真
軒
本
・
内
田
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
定
稿
本
か
撰
述
さ
れ
る
際
、
と
も
か
く
も
そ
の

下
敷
と
な
っ
た
前
稿
本
の
系
統
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
，

そ
し
て
ニ
カ
の
真
軒
本
・
附

81
奉
は
、
た
し
か
に
定
稿
木
い
形
豹
を

る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
両
本
い
ず
れ
も
後
人
の
手
に
な
る
転
写
本
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
も
し
か
す
る
と
定
稲
系
の
直
（
軒
本
・

内
田
本
が
誤
写
し
た
字
句
が
、
か
え
っ
て
そ
の
下
敷
と
な
っ
た
前
稿
系
の
平
沼
本
の
方
に
原
形
の
ま
ま
正
し
く
保
存
さ
れ
て
い
る
可
能
性

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
が
三
本
を
対
校
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
平
沼
本
に
よ
っ
て
真
斬
本
・
内
田
本
の
誤
脱
を
補

iF
で
ぎ
る
事
例
は
意
外

に
多
く
、
そ
の
数
は
私
が
気
づ
い
た
だ
け
で
も
実
に
六
十
余
例
に
の
ぼ
る
。
介
試
み
に
顕
著
な
事
例
の
若
干
を
示
せ
ば
以
下
の
ご
と
く
で

（
引
文
中
、
圏
点
を
つ
け
た
と
こ
ろ
は
、
真
軒
本
・
内
田
本
に
ぢ
く
、
平
酎

仲
尼
従
而
修
之
、

以
成
一
経
之
通
体
。
」

足
帰
寧
兄
弟
也
。

此
礼
乎
。
襄
十
二
年
伝
「
楚
司
馬
子
庚
聘
子
秦
、
為
夫
人
寧
、
礼
也
。
」
蓋
父
母
存
而
夫
人
不
得
行
。
故
使
卿
代
寧
耳
゜

或
曰
、
文
公
七
年
「
公
会
諸
侯
晋
大
夫
、
盟

f
屈
。
」
伝
曰
「
公
後
至
。
故
不
書
所
会
。
凡
会
諸
侯
、
不
書
所
会
、
後
也
。
」
以
是

推
之
、
此
経
不
替
所
会
、
亦
後
故
也
。

2
同
十
五
年
経
「
夫
人
姜
氏
如
斉
」
の
考
義
。
（
参
考
）
畔
咋
訊
恥
虹
畔
呼
礼
有

（
前
略
）
且
父
母
没
之
後
、
使
卿
寧
者
、
恐
亦
失
考
。
詩
曰
「
帰
寧
父
母
。

0

,

0

0

0

0

0

 

0

0

0

 

」
父
母
已
没
之
後
、
使
卿
寧
、

（
前
略
）
故
杜
序
已
曰
「
発
凡
以
言
例
、
皆
経
国
之
常
例
、
周
公
之
垂
法
、
史
書
之
旧
章
。

是
百
仲
尼
作
『
春
秋
』
之
所
本
由
也
。
非
謂
周
公
作
凡
例
也
。
杜
可
以
難
乎
゜

ー
荘
公
十
一
年
伝
で
邑
師
敗
日
王
師
敗
績
手
某
」
の
考
義
。

本
に
よ
っ
て
補
う
べ
苔
部
分
を
示
す
。
）

①
平
沼
本
に
よ
っ
て
莫
軒
本
・
肉
田
本
の
脱
文
を
袖
う
べ
苔
例
。

あ
る
。

登
有

こ
パ
凡

i
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(2) 

゜

ぷ
ノ

亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）

（
前
略
）
今
倍
公
之
葬
、
王
特
使
叔
服
来
会
。

5
成
公
十
三
年
伝
「
我
寡
君
」
の
考
義
。

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

杜
氏
以
為
「
宜
言
寡
人
。
称
君
誤
也
。
」
義
固
当
然
。
然
称
「
我
寡
人
」
者
、
未
見
語
例
。
今
蘭
疑
゜

平
沼
本
に
よ
っ
て
真
軒
本
・
内
田
本
の
脱
字
を
補
う
べ
き
例
。

ー
所
謂
「
無
水
生
波
」
者
也
。
（
隠
公
三
年
伝
「
四
月
、
鄭
祭
足
帥
師
取
湿
之
麦
」
云
云
の
考
義
）

0

0

 

諺
言
「
無
水
生
波
」
四
字
、
真
軒
本
・
内
田
本
は
共
に
「
無
生
彼
」
三
字
に
作
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
全
く
通
じ
な
い
。

宜
し
く
平
沼
本
に
従
っ
て
「
無
水
生
波
」
四
字
に
補
正
す
べ
き
で
あ
る
。
恐
ら
く
真
軒
本
・
内
田
本
は
、
ま
ず
「
水
」
字
を
書
き
落

し
た
た
め
に
諺
言
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
か
く
て
不
用
意
に
「
波
」
字
ま
で
も
「
彼
」
字
に
誤
写
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ

（
荘
公
五
年
伝
）

伝
雖
無
明
解
、

杜
註
日
、
諸
侯
葬
、
天
子

（
参
考
）
使
大
夫
会
葬
、
礼
也
。

0

0

0

 

其
合
礼
可
知
也
。

2
那
梨
来
来
朝
。
名
未
王
命
也
。

上
句
「
那
梨
来
来
朝
」
五
字
、
真
軒
本
・
内
田
本
は
共
に
「
郎
梨
来
朝
」
四
字
に
作
っ
て
一

現
存
の
『
左
伝
』
諸
本
い
ず
れ
も
頭
書
の
ご
と
く
五
字
に
作
り
、
か
つ
「
梨
来
」
は
那
国
の
君
主
の
名
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
明
ら
か

に
二
「
来
」
字
を
重
ね
た
平
沼
本
が
正
し
く
、
考
義
の
原
形
を
留
め
た
も
の
と
い
え
る
。

（
文
公
七
年
伝
）

4
文
公
元
年
経
「
天
王
使
叔
服
来
会
葬
」
の
考
義
。

「
来
」
字
を
脱
し
て
い
る
。
案
ず
る
に

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

故
杜
以
為
礼
。
未
可
深
咎
゜

3
書
曰
「
宋
人
殺
其
大
夫
」
、
不
称
名
、
衆
也
。

第
一
句
が
引
く
経
文
「
宋
人
殺
其
大
夫
」
の
「
人
」
字
、
真
軒
本
・
内
田
本
は
共
に
誤
っ
て
こ
れ
を
脱
し
て
い
る
。
当
に
平
沼
本
に

従
っ
て
こ
の
字
を
補
う
べ
き
で
あ
る
。

4

「
后
」
古
本
為
「
侯
」
、
為
是
。
（
昭
公
八
年
経
「
陳
后
之
弟
招
」
の
考
義
）

上
句
「
后
、
古
本
為
侯
」
の
「
后
」
字
、
真
軒
本
・
内
田
本
は
共
に
こ
れ
を
脱
し
て
い
る
。
思
う
に
「
后
」
字
が
な
け
れ
ば
下
文
の
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(3) 

「
古
本
為
侯
」
と
い
う
校
記
の
対
象
が
明
確
に
な
ら
な
い
。
宜
し
く
平
沼
本
に
従
っ
て
補
う
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

「
帰
京
」

（
昭
公
十
一
年
経
）

5
楚
子
虔
、
誘
察
侯
般
殺
之
子
申
。

下
句
「
誘
察
侯
般
殺
之
子
申
」
の
「
殺
」
字
、
真
軒
本
・
内
田
本
に
は
な
い
。
恐
ら
く
上
の
「
般
」
と
字
形
が
似
て
い
る
の
で
伝
写

の
際
に
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
沼
本
に
は
こ
の
字
が
あ
っ
て
現
存
『
左
伝
』
諸
木
と
合
す
る
。
当
に
拠
っ
て
補
う
べ
告
で
あ
る
。

（
定
公
元
年
経
「
三
月
、
晋
人
執
宋
仲
幾
子
京
師
」
の
考
義
）

6
己
書
「
執
子
京
師
」
、
其
帰
京
師
可
以
知
。
故
不
書
所
帰
。

0

0

 

「
其
帰
京
師
可
以
知
。
故
不
書
所
帰
」
の
二
句
十
二
字
、
真
軒
本
・
内
田
本
は
共
に
「
其
師
可
以
知
。
故
不
所
帰
」
九
字
に
作
っ
て

「
書
」
の
一
一
一
字
を
脱
し
、
そ
の
た
め
に
文
意
が
全
く
わ
か
ら
な
い
。
宜
し
く
平
沼
本
に
従
っ
て
こ
の
三
字
を
補
い
、
も
っ

て
文
意
を
通
じ
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
誤
脱
に
関
し
て
、
真
軒
本
・
内
田
本
の
上
欄
校
記
に
は
「
煕
按
、
自
其
師
至
所

帰
、
必
有
誤
。
不
然
、
当
作
其
帰
可
以
知
、
故
不

□

所
帰
」
と
い
う
。
思
う
に
、
こ
の
案
語
は
お
お
む
ね
妥
当
な
推
定
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
惜
し
む
ら
く
は
校
訂
者
の
推
定
に
止
ま
り
、
平
沼
本
の
ご
と
き
前
稿
本
を
実
際
に
参
照
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。

7
言
沿
河
左
南
行
。
杜
註
似
誤
゜

下
句
「
杜
註
似
誤
」
の
「
杜
許
」
二
字
、
真
軒
本
・
内
田
本
は
共
に
こ
れ
を
脱
す
る
。

界
。
戚
在
河
外
。
晋
軍
己
渡
河
。
故
欲
出
河
右
而
南
也
」
と
い
い
、
そ
の
解
釈
が
南
冥
の
考
義
と
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ

ば
、
こ
の
考
義
の
文
に
お
い
て
は
当
に
平
沼
本
に
従
っ
て
「
杜
註
」
二
字
を
補
い
、
も
っ
て
上
句
の
「
言
沿
河
左
南
行
」
と
い
う
南
冥

平
沼
本
に
よ
っ
て
真
軒
本
・
内
田
本
の
術
字
を
正
す
べ
き
例
。

ー
穀
梁
伝
曰
「
名
宛
、
所
以
貶
鄭
伯
悪
与
地
也
。
」

文
を
検
す
る
に
、

「
貶
」
字
の
下
、
真
軒
本
・
内
田
本
に
は
共
に
「
也
」
字
が
あ
る
が
、
沖
沼
本
に
は
こ
の
字
が
な
い
。
今
『
穀
梁
伝
』
隠
公
八
年
の

や
は
り
こ
の
字
が
な
く
平
沼
本
と
合
す
る
。
ま
た
文
意
の
ヒ
か
ら
考
え
て
も
こ
の
字
は
不
要
で
あ
っ
て
、
真
軒
本

の
解
釈
と
明
確
に
切
り
離
す
べ
き
で
あ
る
。

（
閥
公
八
年
経
「
鄭
伯
使
宛
来
帰
紡
」
の
考
義
）

哀
公
二
年
伝
一
，
右
河
而
南
」
の
考
義
）

思
う
に
杜
註
は

「
是
時
河
北
流
、

過
冗
城
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亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）

下
の
「
七
」
字
と
字
形
が
誤
認
さ
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
推
し
て
、
伝
写
の
際
、
あ
る
い
は
校
字
の
傍
記
が
本
文
の
中
に
紛
れ
込
ん
だ

の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
当
に
平
沼
本
に
従
っ
て
改
め
る
べ
告
で
あ
る
。

3
書
曰
「
侯
伯
」
者
、
釈
救
邪
之
師
。
斉
桓
帥
之
、
以
美
其
功
也
。
倍
公
与
子
救
焉
。
故
美
亦
兼
倍
公
也
。
（
倦
公
元
年
伝
「
凡
侯
伯
救

患
」
云
云
の
考
義
）

末
句
「
故
美
亦
兼
悟
公
也
」
の
「
故
」
字
、
真
軒
本
・
内
田
本
は
共
に
「
故
ミ
」
二
字
に
作
る
。
思
う
に
、
「
故
ミ
」
に
作
っ
て

「
故
」
字
を
重
ね
て
は
文
義
を
成
さ
な
い
。
恐
ら
く
元
来
は
訓
読
で
「
故
―
-
」
と
な
っ
て
い
た
送
り
仮
名
が
、
伝
写
の
際
に
誤
っ
て
本

文
に
紛
れ
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
宜
し
く
平
沼
本
に
従
っ
て
一

4
「
子
適
」
是
公
子
瑕
。
二
名
可
怪
。

「
怪
」
字
の
下
、
真
軒
本
・
内
田
本
に
は
共
に
「
性
」
字
が
あ
る
。
こ
の
字
が
あ
っ
て
は
文
意
が
通
じ
な
い
。
恐
ら
く
「
性
」
字
は
、

そ
の
字
形
が
「
怪
」
と
似
て
い
る
こ
と
に
渉
っ
て
術
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
沼
本
に
は
こ
の
字
が
な
く
、
原
本
の
姿
を
正
し
く
伝
え

本
が
「
之
」

文
は
、
や
は
り
文
公
七
年
に
見
え
て
文
公
十
七
年
に
は
見
当
ら
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、

・
内
田
本
に
こ
の
二
字
が
入
っ
て
い
る
の
は
全
く
不
当
な
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
思
う
に
、
こ
の
よ
う
に
真
軒
本
・
内
田

「
之
」
字
が
そ
の
直
下
の
「
文
」
字
と
字
形
が
相
似
て
お
り
、

（
倦
公
三
十
年
伝
「
子
適
子
儀
」
の
考
義
）

「
+
」
の
二
字
を
術
し
た
の
は
、

「
故
」
字
に
復
元
す
べ
き
で
あ
る
。

「
+
」
字
も
そ
の
直

「
之
」
字
に
せ
よ
「
＋
」
字
に
せ
よ
真
軒
本

「
文
十
七
年
」
と
の
是
非
に
つ
い
て
こ
れ
を
検
す
れ
ば
、
こ
の
荘
公
二
十
六
年
経
「
曹
殺
其
大
夫
」
の
杜
註
に
は
「
不
称
名
、
非
其
罪

0

0

0

 

也
。
例
在
文
七
年
」
と
あ
っ
て
「
文
十
七
年
」
と
は
い
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
こ
の
考
義
が
指
摘
す
る
「
宋
人
殺
其
大
夫
」
と
い
う
経

て
考
え
る
に
、
ま
ず
両
本
の
「
之
」
字
は
、

前
後
の
文
意
か
ら
推
し
て
明
ら
か
に
不
要
の
文
字
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
「
文
七
年
」

と

・
内
田
本
が
術
し
た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
当
に
平
沼
本
に
従
っ
て
こ
れ
を
削
去
す
べ
き
で
あ
る
。

2
杜
氏
引
文
七
年
「
宋
人
殺
其
大
夫
」
為
例
、
以
立
其
説
。
（
荘
公
二
十
六
年
経
「
曹
殺
其
大
夫
」
の
考
義
）

「
引
文
七
年
」
の
四
字
、
真
軒
本
・
内
田
本
は
共
に
「
引
之
文
十
七
年
」
の
六
字
に
作
る
。
今
、
真
軒
本
・
内
田
本
の
異
同
に
つ
い

gg 



(4) 

（
襄
公
一
一
十
三
年
経
「
斉
仮
製
宮
」
の
考
義
）

本
は
未
だ
誤
ら
ず
し
て
『
左
伝
』
諸
本
の
文
と
合
す
る
。

5
説
在
閲
元
年
「
斉
仲
孫
来
」
、
二
年
「
斉
高
子
来
盟
」
之
註
゜

コ
一
年
」
の
下
、
真
軒
本
・
内
田
本
に
は
共
に
「
伝
」
字
が
あ
る
。
今
、
閲
公
―
―
年
の
考
義
を
検
す
る
に
、
該
当
の
考
義
は
経
文
の

「
斉
高
子
来
盟
」
の
条
下
に
あ
っ
て
そ
の
伝
文
の
部
分
に
は
な
い
。
恐
ら
く
伝
写
者
が
不
用
意
に
「
伝
」
字
を
術
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

平
沼
本
は
正
し
く
「
二
年
」
の
二
字
だ
け
に
作
る
。

平
沼
本
に
よ
っ
て
真
軒
本
・
内
田
本
の
誤
倒
を
正
す
べ
き
例
。

ー
杜
註
「
戎
秋
夷
蛮
」
皆
以
為
「
丘
梵
」
。
（
隠
公
二
年
経
「
公
会
戎
丁
潜
」
い
考
義
）

0

0

 

「
戎
秋
夷
蛮
」
の
杜
註
四
字
、
真
軒
本
・
内
田
本
は
共
に
「
戎
」
を
「
井
」
に
誤
り
、
か
つ
「
秋
夷
」
二
字
を
誤
倒
し
て
、

秋
蛮
」
と
い
う
奇
怪
な
一
句
に
作
る
。
当
に
平
沼
本
に
従
っ
て
頌
書
の
ご
と
く
こ
れ
を
改
め
、
も
っ
て
杜
註
の
文
に
合
致
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る
。

2
劉
康
公
檄
戎
、
将
遂
伐
之
。

「
劉
康
公
」
の
「
康
公
」
二
字
、
真
距
本
・
内
田
本
は
共
に
訳
似
し
、
か
つ

□

応
」
を
「
庚
」
に
誤
二
＇
J

[

公
庚
」
に
作
る
。
平
泊

（
文
公
互
年
伝
「
寧
漑
従
之
」
い
考
義
）

3

（
寧
藤
）
見
子
『
国
語
』
。
未
知
其
為
大
夫
与
否
。

下
句
「
未
知
其
為
大
夫
与
否
」
の
二
其
為
」
二
字
、
真
軒
本
・
内
田
本
は
共
に
冗
桐
し
て
「
為
其
」
に
作
る
。
思
う
に
互
倍
し
て
は

文
義
を
成
さ
な
い
。
恐
ら
く
は
、
次
条
に
挙
げ
る
例
文
と
同
様
、
伝
写
者
の
訓
読
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
誤
倒
で
あ
ろ
う
。
平
氾
本

は
誤
っ
て
い
な
い
。

4
害
「
遂
」
者
、
不
必
在
間
有
事
与
否
。

0

0

 

下
旬
「
不
必
在
間
有
事
与
否
」
の
「
必
在
」
―
―
字
、
呉
軒
本
・
内
田
本
は
共
に
互
倒
し
て
「
在
必
」
に
作
る
c

思
う
に
、

た
も
の
と
い
え
る
。

（
成
公
元
年
伝
）

（
文
公
十
五
年
経
「
宋
司
馬
華
孫
来
盟
」
の
考
義
）

こ
の
考
義

「
井
夷
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(5) 

亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）

く
平
沼
本
に
従
っ
て
頭
書
の
ご
と
く
作
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
真
軒
本
・
内
田
本
は
誤
倒
で
あ
る
。

平
沼
本
に
よ
っ
て
真
軒
本
・
内
田
本
の
魯
魚
の
誤
り
を
正
す
べ
き
例
。

（
隠
公
元
年
伝
お
よ
び
考
義
）

（
同
元
年
伝
「
士
楡
月
」
の
考
義
）

（
平
沼
本
）

ー
頴
考
叔
〇
「
頴
」
穎
谷
之
穎
゜

2
荀
遇
疑
錯
、
則
莫
如
仰
而
存
之
、
論
而
闊
之
。

3
然
赴
告
偽
日
、
以
欺
諸
侯
、
失
礼
不
敬
。
（
同
三
年
経
「
庚
戌
、
天
王
崩
」
の
考
義
）

4

「
及
諸
其
車
」
語
例
同
。
（
桓
公
十
二
年
伝
「
楚
人
坐
其
北
門
、
而
覆
諸
山
下
」
の
考
義
）

5
而
以
夫
人
言
。
（
荘
公
三
十
二
年
伝
）

6
言
豹
因
寵
敗
事
也
。
（
倍
公
二
年
伝
「
漏
師
干
多
魚
」
の
考
義
）

7
弔
如
同
盟
、
礼
也
。
（
文
公
三
年
伝
）

8
今
疑
而
蕨
之
。
（
同
七
年
経
「
晋
人
及
秦
人
、
戦
千
令
狐
」
の
考
義
）

9
其
帰
不
必
書
之
。
（
同
十
一
年
伝
「
言
司
城
蕩
意
諸
而
復
之
」
の
考
義
）

10
作
丘
甲
。
（
成
公
元
年
経
）

11
明
悟
如
神
。

（
襄
公
二
十
九
年
伝
「
観
止
突
」
の
考
義
）

12
詩
「
莫
」
作
「
粕
」
。
（
昭
公
二
十
八
年
伝
「
莫
其
徳
音
」
の
考
義
）

13
殺
其
丈
夫
。
（
哀
公
十
三
年
伝
）

大 貌 語 兵 心 肉 弗 貶 告 事 共 荀 頴

は
、
杜
註
の
「
不
言
遂
者
、
間
有
事
」
と
い
う
見
解
に
対
し
て
反
駁
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
文
意
は
八
「
遂
に
」
と
書
く

理
由
は
、
必
ず
し
も
「
中
間
に
事
件
が
有
っ
た
」
か
否
か
に
在
る
の
で
は
な
い
＞
と
理
解
し
て
よ
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
は
宜
し

（
真
軒
本
・
内
田
本
）
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に
劣
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

平
沼
本
に
よ
っ
て
、
真
軒
本
・
内
田
本
の
同
音
（
近
似
音
）
に
よ
る
誤
字
を
正
す
べ
き
例
。

（
倦
公
二
十
八
年
伝
「
貨
筑
史
」
云
云
の
考
義
）

3
隠
九
年
「
三
月
・
・
…
・
庚
辰
、
大
雨
雪
。
」
（
成
公
元
年
経
「
無
氷
」
の
考
義
）

4
読
書
通
「
刻
、
通
作
剋
。
」
（
哀
公
十
一
年
伝
「
三
刻
而
瞳
之
」
の
考
義
）

平
沼
本
に
よ
っ
て
、
真
軒
本
・
内
田
本
の
同
訓
に
よ
る
誤
字
を
正
す
べ
き
例
。

（
同
二
十
五
年
経
）

（平

1
古
之
名
称
、
自
有
与
後
世
不
同
者
。

2
若
以
告
命
故
略
称
「
人
」
、
則
宋
亦
当
有
告
命
如
之
。

。

3
飯
而
弗
食
。

4
終
朝
而
畢
゜

稿
本
が
撰
述
さ
れ
た
際
、

沼

本）

(7) 

沼
本
）

。

ー
杜
註
引
此
者
、
以
証
都
大
邑
小
耳
゜

。

2
此
丘
明
巧
思
弄
筆
。

（平

(6) 

（
昭
公
十
三
年
伝
「
鄭
仙
、
男
也

l

い
考
義
）

有 終 不

面
公
二
十
二
年
経
[
{
木
公
及
楚
人
」
云
云
の
考
義
）
又

（
隠
公
元
年
伝
「
費
伯
」
の
考
義
）

（
同
一
一
十
七
年
伝
）

5
服
虔
・
鄭
衆
日
「
鄭
伯
爵
而
在
男
服
者
。
」

（
真
軒
本
・
内
田
本
）

以
上
を
要
す
る
に
、
平
沼
本
は
、
も
と
も
と
南
冥
の
未
定
稿
本
で
あ
り
、
か
つ
後
人
の
転
写
本
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
む
か
し
定

こ
の
平
沼
本
の
原
本
が
そ
の
ま
ま
定
稿
本
の
下
敷
と
な
っ
た
関
係
上
、
か
え
っ
て
定
稿
本
の
系
統
に
属
す
る
真

軒
本
・
内
田
本
の
脱
誤
を
補
正
で
き
る
と
こ
ろ
が
相
当
に
多
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
、
平
沼
本
の
価
値
は
、
決
し
て
真
軒
本
や
内
田
本

在 者 申 労

（
荘
公
二
十
八
年
伝
「
邑
曰
築
、
都
日
城
」
の
考
義
）

杜

（
真
軒
本
・
内
田
本
）
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亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）

そ
の
考
義
|
|
＇゜

楚
屈
瑕
伐
羅
。

こ
に
あ
る
。

。

n考
義
〕
蓋
怒
伯
嘉
之
諜
也
。

か
ね
て
か
ら
私
は
『
左
伝
』
の
文
章
に
深
い
関
心
と
興
味
を
寄
せ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
『
左
伝
』
が
、
厳
粛
な
儒
教
の
道
徳
律
と
豊

富
な
生
活
の
知
恵
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、
簡
潔
で
重
厚
な
文
学
的
筆
致
を
も
っ
て
古
代
中
国
の
人
び
と
の
行
動
や
情
感
を
劇
的
な
ま
で
に
活

写
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
南
冥
は
、
こ
の
書
を
実
に
丹
念
に
読
ん
だ
稀
世
の
碩
学
で
あ
り
、
し
か
も
彼
は
、
わ
が
近
世
に
お
け

る
『
左
伝
』
研
究
の
発
展
史
上
、
は
じ
め
て
中
国
学
界
の
水
準
を
も
凌
ぐ
ほ
ど
の
画
期
的
な
業
績
を
築
き
上
げ
た
斯
学
の
開
拓
者
で
あ

る
。
私
が
彼
の
『
春
秋
左
伝
考
義
』
に
心
を
惹
か
れ
、
な
ん
と
か
こ
れ
を
自
撰
本
の
原
形
に
復
元
し
て
み
よ
う
と
努
め
た
所
以
も
実
は
こ

る
写
本
で
あ
り
、

か
く
て
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
を
逐
一
校
合
し
た
結
果
、
幸
い
に
私
は
少
な
か
ら
ざ
る
収
獲
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
さ
さ
や
か

な
―
つ
が
上
述
の
論
考
で
あ
る
。
今
、
本
稿
で
論
証
し
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
、
第
一
に
、
平
沼
本
は
本
書
の
未
定
稿
の
系
統
に
属
す

一
方
の
真
軒
本
・
内
田
本
は
、
そ
れ
を
下
敷
に
し
て
更
に
補
訂
を
加
え
た
定
稿
本
の
系
統
を
継
ぐ
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
と
は
い
え
、

こ
の
三
本
は
い
ず
れ
も
後
人
の
転
写
本
で
あ
っ
て
互
に
一
長
一
短
が
あ
る
。
例
え
ば
桓
公
十
三
年
伝
の
伝
文
お
よ
び

に
お
い
て
、
伝
文
の
「
瑕
」
字
の
方
は
平
沼
本
が
正
し
く
て
真
軒
本
・
内
田
本
は
「
暇
」
に
誤
り
、
そ
の
反
面
、
考
義
の
「
諜
」
字
の
方

は
真
軒
本
・
内
田
本
が
正
し
く
て
平
沼
本
は
「
謀
」
に
誤
っ
て
い
る
こ
と
等
、
そ
う
し
た
事
象
を
端
的
に
示
す
一
例
で
あ
る
。

な
お
、
上
述
の
論
考
で
は
考
察
の
便
宜
上
言
及
す
る
こ
と
を
差
控
え
た
が
、
真
軒
本
・
内
田
本
・
平
沼
本
の
三
本
い
ず
れ
も
誤
っ
て
い

る
例
が
若
干
な
が
ら
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
以
下
の
数
例
が
そ
れ
で
あ
る
。

ー
漠
人
司
馬
遷
之
徒
、
登
妄
自
我
始
古
乎
゜

結

ぴ

（
襄
公
二
十
九
年
伝
「
天
又
除
之
」
の
考
義
）
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4
彰
生
、
是
闘
茸
亀
之
字
。
言
葬
亀
罷
兵
而
退
也
。

人
名
「
闘
邸
亀
」
の
「
亀
」
字
、
三
本
い
ず
れ
も
こ
れ
を
脱
す
る
。

は
り
こ
の
字
は
考
義
に
元
来
あ
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

5
昭
公
二
十
五
年
伝
曰
「
秋
書
再
雰
、
旱
甚
也
。
」

「
旱
」
字
、
三
本
い
す
れ
も
誤
っ
て
「
早
」
に
作
る
。
形
似
に
よ
る
誤
写
。
当
に
昭
公

1

ー
ト
五
年
伝
に
従
っ
て
「
早
」
に
改
め
る
べ

き
で
あ
る
。

゜
6
再
会
知
其
弟
猛
先
侶
、
詐
呼
助
之
。

。

人
名
「
再
会
」
の
「
再
」
字
、
三
本
い
ず
れ
も
朗
っ
て
「
再
」
に
作
る
。
や
は
り
形
似
に
よ
る
誤
写
。

思
う
に
、

誤
写
。

「
彊
」

た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
-
1
本
共
通
の
誤
脱
は
、

そ
れ
が
定
稿
本
と
木
定
稿
本
と
の
両
系
統
に
跨
る
も
の
で
あ
る
た
け
に
、
そ
の
誤
脱
の
由
っ

（
同
八
年
伝
「
呼
曰
猛
也
殿
」
の
考
義
）

強
）
字
、
三
本
い
ず
れ
も
誤
っ
て
「
麗
」

（
定
公
ヒ
年
経
「
秋
、
大
雰
。
・
：
・
・
・
九
月
、
大
雰
」

3
考
義
）

同
四
年
伝
「
影
生
罷
顆
之
師
」
辺
考
義
）

（
境
）
に
作
る
。

こ
の
考
義
下
文
に
「
茸
亀
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
も
、

「
境
」

3
呂
与
人
善
親
、
則
国
家
彊
也
。

（
昭
公
元
年
伝
「
無
競
惟
人
、
善
突
」
の
考
義
）

に
作
っ
て
は
文
義
が
通
じ
な
い
。

形
似
同
音
に
よ
る

の
で
誤
写
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

。

2
子
産
与
湛
同
乗
也
。
（
同
三
十
一
年
伝
「
与
婢
諮
、
乗
以
適
野
」
の
考
義
）

0

0

 

「
子
産
」
と
い
う
人
名
、
三
本
い
ず
れ
も
誤
っ
て
「
子
乗
」
に
作
る
。
こ
の
異
同
に
つ
い
て
、
真
軒
本
・
内
田
本
の
上
欄
校
記
に
は

、
°
今
案
「
同
乗
」
、
真
軒
本
・
内
田
本

O

△

0

^

l

 

「
煕
按
、
『
子
乗
与
謳
用
乗
」
、
当
作
『
子
産
与
謀
同
乗
』
」
と
し
ぅ
並
誤
作
「
用
乗
」
。
平
沼
本
不
誤
。
当
に
煕
説
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
三

0

0

 

本
が
「
産
」
を
「
乗
」
と
誤
写
し
た
の
は
、
恐
ら
く
伝
文
の
「
乗
以
適
野
」
か
、
考
義
下
文
の
「
同
乗
」
に
渉
っ
て
不
用
意
に
誤
っ

「
司
馬
遷
」
の
「
遷
」
字
、
三
本
い
す
れ
も
「
選
」
に
誤
る
。

「
遷
」

や

「
選
」
両
字
は
字
形
が
相
似
て
お
り
、
わ
が
字
音
も
同
じ
な
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ァ
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知
れ
な
い
。

（
一
九
七
六

・1
0・ 
―
六
）

て
来
た
る
と
こ
ろ
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
あ
る
い
は
単
に
南
冥
自
身
の
不
用
意
な
誤
脱
に
し
か
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も

つ
い
で
本
稿
が
論
じ
た
第
二
の
点
は
、
前
述
の
ご
と
く
現
存
写
本
を
未
定
稿
本
の
系
統
と
定
稿
本
の
そ
れ
と
に
判
別
で
き
た
こ
と
に
よ

っ
て
、

i

則
者
の
平
沼
本
と
後
者
の
真
軒
本
・
内
田
本
と
の
内
容
を
逐
一
比
較
し
て
ゆ
け
ば
、
南
冥
の
『
左
伝
』
に
対
す
る
研
鑽
進
展
の
跡

を
房
麗
と
し
て
眼
前
に
再
現
さ
せ
る
こ
と
さ
え
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
の
点
に
も
ま
し
て
私
の
嬉
し
い
収
獲
で
あ
っ

と
に
か
く
私
は
『
春
秋
左
伝
考
義
』
を
読
ん
で
、
終
始
南
冥
の
激
し
い
学
問
へ
の
気
暁
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
の
厳
し
い
読
書
へ
の
取
り
組

み
か
た
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
。
本
書
を
通
じ
て
私
が
自
分
な
り
に
把
握
し
た
南
冥
の
周
密
で
新
鮮
鋭
利
な
研
究
態
度
や
、

本
書
が
嗣
子
昭
陽
や
竹
添
井
井
に
与
え
た
想
像
以
上
に
大
き
な
影
響
等
に
つ
い
て
は
、
他
日
稿
を
あ
ら
た
め
て
こ
れ
に
言
及
し
て
み
よ
う

と
思
う
。

亀
井
南
冥
『
春
秋
左
伝
考
義
』
の
現
存
写
本
に
つ
い
て
（
岡
村
）
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